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第二十八回那覇市議会（臨時会）

事務顛末

招集一九五九年一月十六日

開催年月日一九五九年一月十九日

会期一日間

――― ○ ―――


 
  	○本会議第一日目　　　　一九五九年一月十九日
  	午前十一時〇分
 

 
  	午後十二時十分
 




本日の会議事件並びにその顛末左の通り
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事務処理顛末

１、水飢饉克服のための緊急施設に対する要請について送付、

一九五九年一月二十一日　那議発第十九号にて立法院議長宛、




２、軍用地料修正方に関する要請について送付、　行政主席

一九五九年一月二十三日　那議発第二十三号にて、　軍用土地連合会長宛

立法院議長




３、陳情書の処理結果について送付（軍用地料修正方について）

一九五九年一月二十日　那議発第十五号　市長宛




４、議決議案の送付（軍用地料修正方に関する要請決議外一件）

一九五九年一月二十日　那議発第十六号　市長宛




５、市町村自治法第六十三条第三項の規定による会議結果報告

一九六〇年一月二十二日起案

一九六〇年二月十七日決裁

一九六〇年二月十八日送付　那議発第二三号にて主席宛

那議発第二三号の一、市長宛





那議発第　二三号

一九六〇年　二月十八日

那覇市議会議長

高良一


 
  	行政主席
  	　宛
 

 
  	那覇市長
 




議会の結果報告について

一九五九年一月十九日開催の第二十八回那覇市議会（臨時会）の結果は別紙のとおりであります。

右、市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告いたします。





第二十八回那覇市議会（臨時会）会議録

一九五九年一月十九日

（開会午前十一時〇分）

○議長（高良一君）

開会前に今度就任いたしました建設部長大城竜太郎氏の御挨拶がありますので暫くの間御静聴を願います。

○建設部長（大城竜太郎君）

私このたび就任いたしました大城でございます。じつは就任前にみなさんの御諒解を得まして就任したいと思ったのでございますが、突然発令になりまして、一々御挨拶も出来ませんで大変失礼いたしました。私非常に微力でございまして、果たして建設部長としての責任を果し得るか、どうか、心細く思っている次第でございます。しかしながら皆さんの御協力によりまして、今後百年の大計である那覇市の都市計画に一身を投げうって飛び込む熱意があれば、皆さんに御協力していただけると固く確信している次第でございます。これからいろいろと御指示をうけたり、或いは相談をいたしていくことが幾多あることと思うのであります。これから那覇市百年の大計である大事業をみなさんと共に住民の福利民福を基礎に建設していきたいと思いますので、今後よろしく御指導御鞭撻の程をお願いいたします（拍手）

○議長（高良一君）

では開会いたします。本日を以つて第二十八回那覇市議会を開催いたします。本日の出席三九人、欠席五名でありまして議会は成立しております。只今から会議を開きます。諸般の報告を申上げます。本日の十三日付をもって三十九番議員新垣松助ほか七名の連署をもって軍用地料修正方に関する要請決議案について議長宛決議案の提出が参っておりましたので、印刷の上その写しをお手元に配布しておきましたから、それにより御報告に替えます。本件につきましては後刻議題といたし、御審議を願うことにいたしますから左様御了承願います。

次に本月十六日付那覇総々発二八七号をもって市長から議長あて今期議会に付議する議案の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第二八七号

一九五九年一月十六日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿

議案の送付について





一月十九日招集の第二十八回那覇市議会（臨時議会）に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

議案第一号　損害賠償請求事件の応訴について

○議長（高良一君）

只今朗読報告いたさせました通りであります。本議案はお手元に配布いたしてありますから、後刻議題といたし、御審議願うことにいたしますから御了承願います。

次同じく十六日付那議発第十一号をもって議長から市長あて今期議会の付議事件について説明又は質疑のため市町村自治法第六十一条の規定に基き説明者の出席要求をいたしました処出席者の職氏名、通知が参つておりますので、書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第二九三号

一九五九年一月十七日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿

議案説明者の出席について（通知）





一九五九年一月十六日付那議発第一一号による議案説明者として、左記の者を出席させます。

記





 
  	市長
  	兼次佐一
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
 

 
  	建設部長
  	大城龍太郎
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
 

 
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	区画整理課長
  	永山政徳
 

 
  	小禄支所長
  	宮平勝哉
 

 
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 







○議長（高良一君）

只今朗読いたさせました通りであります。よろしく御了承願います。本日の議事日程は印刷の上お手元に配布いたしておきましたのでそれによって報告に替えます。





一九五九年第二十八回那覇市議会（臨時会）議事日程　第一号

一月十九日（月）午前十時　開議




第一　今期議会の会議録署名人の選挙

第二　今期議会の会議を定めることについて

第三　議員定数増加による軍用地問題の処理に関する特別委員会委員の選任

について

第四　軍用地料修正方に関する陳情について　（軍用地問題の処理に関する

特別委員会審査報告）

第五　軍用地料修正方に関する要請決議　（三九・二・五・二〇・二三・二八　二九

三七番議員堤出

決議案　第一号）

第六　所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて　（市長提出議案第七十九号）

第七　損害賠償請求事件の応訴について　（市長提出議案第一号）





本日の会議に付した事件

一月十九日（月）




第一　今期議会の会議録署名人の選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて

第三　議員定数増加による軍用地問題の処理に関する特別委員会委員の選挙について

第四　軍用地料修正方に関する陳情について　（軍用地問題の処理に関する

特別委員会審査報告）

第五　軍用地料修正方に関する要請決議　（三九・二・五・二〇・二三・二八・二九

三七番議員提出

決議案　第一号）

第六　所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて　（市長提出議案第七十九号）

第七　損害賠償請求事件の応訴について　（市長提出議案第一号）

第八　古仁屋市の大火罹災者に対する見舞金の醵出について

（二十五番議員発議）





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一、今期議会の会議録署名人の選挙についてを議題といたし議長からお諮りいたします。従来会議録著名人については議長の指名に一任ねがっておりますが今回も左様とりはからうことにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

異議ないと認め、議長から指名いたします。八番議員、儀武息睦君、三十九番議員新垣松助君、以上お二人の方にお願いいたします。

○議長（高良一君）

次日程第二今期議会の会期を定めることについてを議題と致し議長からお諮りいたします。今期議会の会期は付議事件の内容からいたしまして本日一日をもって審議終了願えると思いますが左様決定してご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、今期議会の会期は一月十九日の一日間と決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三、議員の定数増加による軍用地問題の処理に関する特別委員会の委員の選任についてを議題といたし、議長からお諮りいたします。本委員会は御承知の通り現在八名をもって構成されておりますが、これは真和志と合併以前の構成人員であり合併後における議員定数の増加と軍用地拡大によって当然委員会の員数も増加をいたさねばならないと考えるのであります。なお本委員会には首里地区からの議員が入っておりません。この機会に現在の定員に四名を増加し十二名とし、首里及び真和志出身の議員から二名づつ選任いたしたいと考えますが、これに対する皆さんの御意見を拝聴し、尚選挙の方法をいかにするかをお伺いいたします。

○新垣松助君

本件は軍用地特別委員会の委員の増員でありまして、現在の構成人員をみますと、真和志は勿論のこと、首里出身の議員も入っていないようでありますので、只今議長がおっしゃった通り首里および真和志から二名づつ四名を選任増加するということでありますが、時間も長くかかりますので、議長一任という動議を提出いたします。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

三十九番議長より、首里および真和志から各々二名選出する。その方法は議長指名で一任するという動議が提出され、所定の賛成があって動議は成立いたしております。

お諮りいたします。只今の動議の通り取計ってご異議ございませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、議長から指名いたします。首里地区から二十五番議員大山盛幸君、二十六番議員、玉那覇有義君、真和志地区から七番議員森田孟松君、九番議員金城武一君、以上四名の方を指名いたします。御了承願います。

○議長（高良一君）

次日程第四、日程第五は何れも関連する案件でありますので一括して議題といたし、ご審議を願うことにいたします。まず日程第四、軍用地料修正方に関する陳情について、軍用地料特別委員における審査の経過ならびに結果についての報告をお願いいたします。





那軍土発第三号

一九五八年十二月二十四日

那覇市軍用土地特別委員会

会長　仲本為美

那覇市議会議長高良一殿

軍用地料修正方に関する陳情

一九五八年十月米琉双方の現地折衝によって決定された那覇市旧小禄、旧真和志地域の軍用地料は民間賃貸料との比較ならびに他地区との権衝の結果那覇地域の賃貸料が妥当適正を欠く憾みがありますので、去る十二月二十日本会評議員会の決議にもとづき、合理的にこれを是正すべき箇所を修正していただくよう関係当局に要請する運動を展開することになりましたのでこの際貴議会においても一体となり目的達成のため御協力を御願いたす次第であります。ついては御参考として別紙補償要求額坪当単価表を御検討下さいますよう御願いすると共に、その他の関係資料については御要求次第参上致し説明いたしますから、何卆御協力賜りますよう右陳情致します。

尚このことは、この度米国への要求する講和前の損失補償と綿密な関係がありますので、この点御了承の上至急御取計らい下さるよう御願い致します。





○軍用地特別委員長（新垣松助君）

只今議題となりました日程第四の軍用地料修正方に関する陳情について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

本陳情の主旨を要約して申上げますと、軍用地料は一九五八年十一月米琉双方の現地折衝によって決定されたのであるが、那覇、眞和志、小禄、首里の都市地区に対する軍用地料の算定は民間賃貸料並びに他地区（北部、中部、南部）の地料とを比較検討した場合、那覇市地域の都市周辺の地料が合理的、妥当性を欠いている憾みがあるので、今回の各市町村地目等級別補償要求額坪当単価表を御検討の上、那覇、真和志、小禄、首里の都市地域に対する軍用地料の修正方を那覇軍用土地特別委員会とタイアップしてその目的達成の為、協力して頂きたいというのであります。

それで一月八日本委員会を開催し、その審査を行つたのであります。

審議に入る前に陳情者代表を招致し、その地料決定の経緯について聴取致しました所、去年十一月に現地折衝による軍用地料が決定され、その地料を検討した結果地方は相当満足する線が打出されたとの事でありますが、都市地区に対する軍用地料は地主に対して承服出来ない算定がなされており、現在迄那覇軍用土地特別委員会としては、一九五二年から五三年、五四年、五五年と連続して軍用地に対する訴願をなし、軍裁に於いて判決の結果、都市地区に於ける軍使用地は地目の如何に拘わらず総て定地と見做し、使用料を算定すべきであるとの那覇市の主張が正当であったということが認証され、地料の値上げをみたというのであります。然るに今回の地料の決定は、軍使用地連合会から出された上昇倍率表の都市地区六・五倍を勘案することなく、単に五〇％と八〇％とを押え、全く実状を無視して算定されて居り、こういう結果を招いた事は、沖縄軍用地料の四〇％以上を占めている都市地区から委員が選任されてないところに大きな原因があつたと云うのであります。それで今回那覇軍用土地委員会と致しましては、近く軍を主体とする土地合同諮問委員会が設置される段階にあるので、是非都市地区から同委員会へ委員を参加させて貰う様併せて要望して頂きたいというのであります。尚又、この地料の最終決定は講和発効前の六ヶ年二ヶ月分の地料の算定の基礎となるものであり、斯る観点からその影響する所は軍用土地々主だけでなく、那覇市全地主に関係する重大なる問題であり、この際市議会に於いてもこの地料修正方の要求を協力に推進すべく協力をして頂きたいというのであります。これに対し、若干の質疑、討論がなされたのでありますが、結論と致しまして、都市地区に対する軍用地料は提出資料を検討した結果、相当な予盾があり軍用地々主の要求通りその意志を尊重し、本陣情を採択の上更に緊急を要するため御手元に配布致してあります軍用地料の修正方についての要請決議を致し、夫々関係当局へ折衝すべく臨時議会の招集を願った次第であります。尚又こういう都市地区に対して不合理な地料の算定がなされました事は先程も述べました通り、現地折衝委員会に都市地区からの代表委員会の参加がなかった事に大きな原因があり、これを機会に地区代表の委員を選任して参加させて貰う様強く要望することに決定致した次第であります。以上簡単に委員会に於ける審査の経過を報告致しまして、本陣情を採択して頂き、尚手元に配布致してあります軍用地料修正方に関する要請決議案を全会一致可決して頂く様各位の御賛同を得たいのであります。

○宮里敏慶君

只今の委員長さんの報告にチョット間違ったところがあります





決議案第一号

軍用地料修正方に関する要請決議（案）

首題の件について別紙案の通り議会の議決を得たいので提案する。

一九五九年一月十三日


 
  	三十九番議員　
  	新垣
  	松助
 

 
  	二十番議員　
  	宮里
  	敏慶
 

 
  	二番議員　
  	平良
  	真次郎
 

 
  	五番議員　
  	赤嶺
  	一男
 

 
  	二十三番議員　
  	高良
  	清二
 

 
  	二十八番議員　
  	上原
  	文吉
 

 
  	二十九番議員　
  	比嘉
  	朝四郎
 

 
  	三十七番議員　
  	浦崎
  	康華
 








高等弁務官

主席民政官

宛＝現地折衝の軍民両委員長

行政主席

立法院議長

発＝那覇市議会議長

題＝軍用地料修正方に関する要請決議（案）

一九五八年十一月米琉双方の現地折衝によって決定された那覇、真和志、小禄、首里の都市地域に対する軍用地料は民間賃貸料らびに他地区（北部、中部、南部）との地料を比較検討して見まするに那覇市地域の賃貸料が合理的に算出されておりません。

このことは先に沖縄軍用土地連合会から出された地料の上昇倍率表から見て五二年から五八年迄の上昇倍率は、北部二・五倍中部二・九倍、南部二・二倍都市地区六・五倍となっているが、この度決定された地料は、他地区（北部、中部、南部）はこの上昇倍率を基礎として折衝され、概ねその線に沿って決定されたようでありますが、都市地区（那覇、真和志、小禄、首里）に於ける地料はこの倍率表を勘案することなく、単に五〇％と八〇％とを押え全く実情を無視した不合理な算定がなされて居るのであります。就きましては之等前後の事情並びに別紙各市町村地目等級別補償額坪当単価表等勘案の上、那覇、真和志小禄、首里の都市地域に対する軍用地料を適正妥当な地料に修正して頂きたく、なお都市地区に於ける今後の軍用地問題を円満に解決するため、那覇地区より土地諮問委員会へ委員一名を参加せしめられるよう御配意願い度く第二十八回那覇市議会の議決により茲に要請致します。

那覇市議会





から訂正いたします。

都市地区の上昇倍率が六・五％というふうに報告されておりますが、これは六・五％ではなくして六・五倍であります。

○新垣松助君

書記が書き間違えたのでありまして、これには六・五％とありますが、これは六・五倍にして下さい。

○議長（高良一君）

六・五％を六・五倍に改めて貰います。

○議長（高良一君）

次は日程第五軍用地料修正方に関する要請決議について、三十九番議員地七名からの提出決議案一号を議題として提案理由ならびにその趣旨についてはその写をお手元に配布してありますから、それによって十分御了承願えると思いますので、提案理由および趣旨説明を省略し、一括して質疑に入ります。

○高良清二君

只今議題となっておりますところの軍用地料の修正方に関する要請決議案については、軍用地料に関係のある地主ばかりでなく、講和発行前の土地の補償の補償額の算定の基礎にもなるかと私は思料しますし、そういうふうなことを関係筋から聞かされております。よって本決議案につきましては手続きが時間的に余りにも遍迫している関係で只今議題となっておるところの要請決議案に対する提案者が僅かに八名でありますのでこれは那覇市といたしましても重要な問題として関心を持たなければならないものと思料いたしますので決議案の趣旨からいたしましてもこれは那覇市議会が折角臨時議会を招集されて、要請決議する趣旨からいたしましても、那覇市議会の全議員の共同提案によるところの決議案にしていただきたいということを私は皆さんにお願いすると共に今議題として提案されております。ところの八名の方に全員の議員を追加して共同提案による要請決議案に修正していただきたいということをお願いいたします。

（「賛成」というものあり）

議長

○高良一君

二十三番議員の動議で提案者が三十九番議員他七名とありますのをこの案件は重要性があるため、全議員の提案にしてこれということでありますがご賛成のようでありますから左様に決定してご異議ありませんか。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

ご異議ないと認め左様可決々定いたします。

○高良清二君

ありがとうございました。

それから内容の検討に入りますまえに一応軍用地特別委員会のかたがたによる意見を調整したいと思います。しばらく休憩をお願いいたします。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

しばらく休憩いたします。

（休憩　午前十一時二十二分）

○議長（高良一君）

開会いたします。

（再開　午前十一時三十四分）

○議長（高良一君）

引き続き質疑に入ります。

（「質疑なし」というものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないようでありますから討論に入ります。

○宮里敏慶君

長い間もみ抜いてきた軍用地問題も全琉下においてようよう解決出来ましたことを非常なよろこびといたします。この現地折衝におきまして米琉代表が二、三ケ月の短期間にての軍用地料を解決しなければならなかった苦労も察せられますが、都市地区と地方との差が今さきの委員長の報告通り差が甚だしいのであります。その例をとってみます。コザ、読谷の各地において七十円であります。都市地区の首里におきまして、十七円六四銭それから小禄におきまして二十六円七八銭、那覇の旧垣花の場合を例にとりますと、原野も五十円、宅地も五十円、読谷茶谷、コザよりもやすいということはどう考えても納得いかないのであります。全般的にはやや適正に近いかもしれませんが、都市地区においては、今さき申しあげました、読谷、茶谷、コザあたりより旧那覇、首里、小禄がやすいということは適正を欠いておるにも甚だしいのであります。我々はこの地料を今さき高良議員もいわれたように今後アメリカに対する損失補償の基準となるのでありますから、この際議会で軍にうんと要求してもっと適正なる全那覇市民が納得のいくような地料を要請しなければならないと思います。当局に要望を申し上げますが那覇市は市有地の賃貸料が年間一九二万六千九百三十五円も出ております。無地番が七三五、六千八二十一円で合計しますと、九二八万円余の軍用地料をもらっております。五九年度市民税が一、〇〇〇万円でやや匹敵する地料になっておりますが、この軍用地の問題につきまして当局は消極的で軍用地特別委員会がこういうふうに積極的に動いて要請をやっておりますが、当局はこれに無関心のように思いますが、今度の現地折衝におきまして那覇地区が五〇％、小禄、真和志が八〇％となって那覇市の軍用地料五〇％を基準にした場合には一、三九三万円になります。これを適正地料にもっていった場合には、これの上昇倍率からすると年間五倍の五千万円になり、この軍用地代が入るのでありますが、当局はこういうことを考えないで、この軍用地に対しては非常に消極的であります。私からいわせれば、もっと積極的になって市のため、市民のためにも軍と折衝し、那覇市の財源を獲得する点におきましても、もっともっと積極的にやらなければならないと思います。今後市長はもっと六・五倍のこの上昇倍率に近く軍用地の評価をもっていくように軍と折衝してもらう様要望いたします。以上であります。

○議長（高良一君）

外にありませんか。　（「進行」というものあり）

○議長（高良一君）

では討論を打切り採決に入ります。

日程第四軍用地料修正方に関する陳情につきまして、只今委員長の報告通りこれを採択することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

異議ないものと認め日程第四軍用地料修正方に関する陳情については、委員長の報告通りこれを採択することに決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第五軍用地料修正方に関する要請決議について全議員提案による決議案第一号につきまして採決に入ります。

○議長（高良一君）

本案を原案通り承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認め、日程第五軍用地料修正方に関する要請決議につきまして原案通り可決々定いたします。

○議長（高良一君）

休憩いたします。　（休憩午前十一時四十一分）

○議長（高良一君）

開会いたします。　（再開午前十一時四十七分）

○議長（高良一君）

次日程第六所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて、市長提出議案第七九号を議題とし建設委員会に於ける審査の経過ならびに結果について御報告願います。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第六の所属未定地を那覇市に編入することについて当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告致します。本議案は去った第二十七回議会に於いて議会閉会中の継続審査をなすべく当委員会に付託になったものであります。本案の所属未定地と称する所は安里川下流北側の改修工事を施行した際に埋立造成された土地であります。該地については一九五八年十二月五日付の軍書簡で那覇市に譲渡されたので那覇市の行政区域に編入する為、自治法第三条第三項の規定に基づいて提案されたものであります。本案については当局の趣旨説明によって十分了承されるのであるが、所属の町に編入する場合の措置を如何様にするかについて質しました所該地は高矼町及び崇元寺町の両区域に跨り編入手続きについては三月の定例議会に提案し議決を得て行政主席に申請致したいと云うのであります。以上の説明により本案は法的手続き上の当然なる処置であり全会一致原案を承認した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」というものあり）

○議長（高良一君）

討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）

○議長（高良一君）

採決に入ります。日程第六所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて、市長提出議案第七九号につきましては委員長の報告通り原案を承認することに御異議ございませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）





議案第一号

損害賠償請求事件の応訴について

具志頭得助から那覇市を相手に別紙写のとおり損害

賠償請求事件を提訴されておりますので、これに応

訴してよいか議会の議決を求めます。

一九五九年一月十九日

提出者　那覇市長　兼次佐一

説明

市町村自治法第三十六条第一項第十号の規定により本案を提出する





答弁書

原告　具志頭得助

被告　那覇市

右当事者間の御庁一九五八年（ワ）第二二八号不法行為に因る損害賠償請求事件について被告は左の通り答弁する。

請求の趣旨に対する答弁

原告の請求はこれを棄却する。

訴訟費用は原告の負担とする。

との御判決を求めます。

請求の原因に対する答弁

一、請求の原因第一項の事実は認める

二、請求の原因第二項の事実は認める

三、請求原因第三項中被告より原告宛本件土地の売買契約解除に関する書面を発送した事実は認めるも被告が何等催告をしなかったという原告の主張する事実は否認する。

四、請求の原因第四項中原告が一九五七年七月十二日金九百八十万七千五百円也を琉球政府法務局民事課に供託した事実は認め、爾余は否認する。

五、原告が、該土地の所有権の確認を求めて中央巡回裁判所に対して訴を提起し、一九五八年七月十二日訴訟が終結した事は認めるが、爾余は否認する。

六、原告の請求原因によれば訴外株式会社沖縄スポーツセンターと被告間に土地の売買契約がなされ、訴外株式会社沖縄スポーツセンターが該土地の所有権を取得し後原告に該土地の名義変更がなされ、一九五七年五月十七日原告が所有権を取得したと主張するが、そうであるならばその所有権に基いて、処分、収益は当然うけているのであって、それを分譲しようと、どうしようと被告の関知する所ではない。

七、原告は「被告の不適法な解除通知に接し・・・・・・云々」と云っているが契約に基いて債務者（原告）の責に帰すべき不履行があればこそ解除通知をしたのであつて、かかる場合の解除は不適法にならないことは契約法上明らかなことである。

八、原告は該土地を訴外琉球映画貿易株式会社に分譲した事実を自ら認めているに不拘「他にも分譲の話を進めていた処、被告は故意に原告の右分譲を妨害し、ひいては当時行われんとしていた那覇市長選挙に利用するため・・・・・・云々）「然るに本件土地は一九五七年五月十七日当時処分すれば少くとも右土地の・・・・・・五千円以上に分譲出来たのであるが・・・・・・」と述べ莫大な損害を被つたと述べているが、被告がこれを当時行われんとした那覇市長選挙に利用するため云々は那覇市が故意過失をもつて市長選挙に利用する事を決定したこともなし、被告の関知する所ではないばかりでなく全く関係のないことである。

又、所有権は原告名義にあり分譲した事実もあるので、如何ように処分しようが、分譲しようが原告の意のままになる状態にあつたので原告が損害を蒙るような事は全くないのである。

被告の責に帰すべきものではなく債務不履行にもとづく原告の責であつて不正行為に因る損害賠償の発生する余地は全くないのである九、右の理由により不正行為に因る損害賠償は不成立であって当然棄却さるべきである。





訴状

那覇市牧志町一丁目二一五番地

原告　具志頭得助

那覇市字松尾一九八の二


 
  	右代理人
  	宮良長辰
 




弁護士

被告　那覇市

右代表者那覇市長

兼次佐一

不法行為に因る損害賠償請求事件

訴訟物の価額　金二万四千九百八弗三十三仙也

貼用印紙金　一百三十五弗三十八仙也

請求の趣旨

被告は原告に対し金二万四千九百八弗三十三仙並に一九五八年七月十二日以降完済に至る迄、年五分の割合による金員を支払うべし訴訟費用は被告の負担とする。

との御判決並に仮執行の宣言を求める

請求の原因

一、原告は訴外株式会社沖繩スポーツセンターの代表取締役として、一九五六年十二月二十日被告に対し那覇市久米工事区替費地第四の二号四百四十五坪・同第五号八百八十坪・同第六号三百三十九坪の売却方を申請し、翌二十一日被告に於ては之が許可の決裁があった。

然して売買代金を金一千三十万七千五百円也として売買契約を締結することになったが、右代金の支払方法について訴外株式会社沖繩スポーツセンターは分納によるべく一九五七年一月三日前記売買代金の支払いにつき分割支払いによることを被告に願い出で翌一月四日分割による代金支払が認められて、同日訴外株式会社沖繩スポーツセンターと被告間に本件土地につき、左記の土地売買契約が締結された。

即ち

1、売買代金は金一千三十万七千五百円也

2、契約締結と同時に保証金二十五万七千五百円也を支払うこと。

3、代金の支払方法は

一九五七年二月末日迄に金二百二十五万七千五百円也


 
  	同
  	年三月末日迄に金三百三十万円也
 

 
  	同
  	年四月末日迄に金三百三十万円也
 

 
  	同
  	年五月末日迄に金一百四十五万円也
 




を支払うこと。

4、本件土地は契約と同時に買主に引渡すことであって訴外株式会社沖繩スポーツセンターは同日金二十五万七千五百円也を被告に支払い土地の所有権を取得した。

その後訴外株式会社沖繩スポーツセンターは一九五七年四月八日売買代金の内入金として金五拾万円也を被告に支払った。

二、然るにその後、訴外株式会社沖繩スポーツセンターは原告に本件土地を譲渡することになり、原告より被告に対して一九五七年五月十六日名義変更申請をなし之が決裁を得て同年五月十七日買受入の名義は訴外株式会社沖繩スポーツセンターより原告具志頭得助に変更手続をなし同日付にて本件土地の所有権は原告が取得した。

然して名義変更に伴い土地売買契約書の当事者の表示を変更して被告と原告間に土地売買契約書と称するものを作成し契約内容は訴外株式会社沖繩スポーツセンターの場合と全く同一にした。

そして同日原告は被告より土地売買契約書と琉球銀行宛の保証書の交付を受けた。

三、然るに被告は原告に対し一九五七年七月六日突然那覇区発第三〇四号替費地売買契約解除についてと題する書面により何の催告もなしに代金支払不履行を原因として解約の通知を為して来た。

四、原告は被告の不適切な解約通知に接し吃驚し早速残代金の支払いをすべく現実に提供したが、言を左右にして受領しないので、一九五七年七月十二日残代金九百八十万七千五百円也を法務局民事課に弁済供託を為したのである。

五、従って本件土地は一九五七年五月十七日原告の所有に帰したので早速右土地の分譲を計画し、内三〇〇坪は訴外琉球映画貿易株式会社に対し、一坪六千五百円也で分譲し更に他にも分譲の話を進めていた処、被告は故意に原告の右分譲を妨害し、ひいては当時行はれんとしていた那覇市長選挙に利用するため、一九五七年七月六日前述の如く突然不適法な解約通知をなして来たので、原告は已むなく右売買契約が有効に締結され、該土地の所有権が原告に存することの確認を求めて中央巡回裁判所に対して訴を提起し、該訴訟は一九五八年七月十二日被告が請求の趣旨並に原因を全面的に認諾したため確定判決の効力が発生し完全に原告は所有権を確定することが出来たのである。

六、然るに本件土地は一九五七年五月十七日当時処分すれば少くとも、右土地の内替費地第四の二号・第五号一、三二五坪は坪六千五百円以上に同第六号三三九坪は坪五千円以上に分譲出来たのであるが、被告の前述の如き妨害のため訴提起の已むなきに至り、右訴の確定した一九五八年七月当時は坪四千五百円乃至四千円に値りしたため原告は莫大な損害を被ったのであって、その額は金二万四千九百八弗三十三仙である。

依って右損害の賠償を求めて本訴に及ぶ次第である。

証拠方法

口頭弁論の際提出する

附属書類


 
  	一、委任状
  	一通
 




一九五八年十二月十三日

右原告代理人

宮良長辰

中央巡回裁判所

御中





御異議ないと認め、原案通り可決々定いたします。

○議長（高良一君）

日程第七損害賠償請求事件の応訴について、市長提出議案第一号を議題といたし当局の提案趣旨の説明を願います。

○総務部長（仲原英通君）

具志頭得助さんから認諾によって相手方のかけた損害を即ち契約解除から認諾した間の損害を賠償してもらいたいというような損害賠償の請求があるわけであります。それで来る二十三日に第一回の弁論が為されたわけでありますので、自治法第三十六条の第一項第十号の規定によって本案を提案した次第であります。一応提案してありますけれども今日のお話では具志頭氏が東京から帰られるというので一応取り下げるかどうかということについて暫く待ってくれという話も今朝になって出て来ておる訳でありますので提案してありますが、継続審議をしていただきたいと思います。

○議長（高良一君）

休憩いたします。

（休憩午前十一時五十三分）

○議長（高良一君）


 
  	開会いたします。
  	（再開午前十一時五十五分）
 




○議長（高良一君）

只今の総務部長の報告通りでありますので、日程第七損害賠償請求事件の応訴については、これを一応総務財政委員会に付託することに御異議ありませんか。

○赤嶺一男君

具志頭氏が帰らなければ応訴するか解らないという段階でありますが、若し応訴するとすれば事前に弁護士との話し合いとか或いは弁護人の準備とかが為されると思います。これに触れないで唯委員会に付託するということはいけないと思います。と申しますのは、先立って訴訟事件においても、これは委員会で論議されたことであります。弁護士が三名必要であったか、どうかということは、委員会の重大関心を呼んで論議されたのであります。今度の場合も若し、弁護士を必要とすれば、これを何名にするかということは一応関心を持つべきであります。一応市の方へ要望したいのは、弁護人を増やさないという事です。これは既定の事実がありますから勝敗というものはまず決定しているというように身うけられる問題と思います。従って弁護人は出来るだけ市民の負担を軽減するために一人にして貰いたいと思います。

○大山盛幸君

本件の訴訟の和解も含めてのものであるかどうか、それを一応明確にしておく必要があると思いますが、その点について伺いたいと思います。

○議長（高良一君）

当局の説明によると、本人が今日帰ってくるからいい意味において「待って下さい」という事です。

○議長（高良一君）


 
  	休憩いたします。
  	（休憩午前十一時五十七分）
 




○議長（高良一君）

開会いたします。

（午後十二時〇六分）

この問題は一応質疑続行のまま総務財政委員会に付託いたします。

○又吉久正君

古仁屋大火災の罹災者救援の動議を提出いたします。火災によって焼けた出された約六、〇〇〇人の罹災者に対しまして、一人あたり一ドルの救援資金をやりたいと思いますので、議員諸候のご賛同をお願いしたいと思います。

（「賛成」というものあり）

○又吉久正君

方法といたしましては、事務局でまとめて救援本部に届けていただくようにいたします。

○議長（高良一君）

只今の動議につきましては、全員御賛成のようでありますので、一人宛一弗という事に致しまして事務局で纏めて送って貰う事に決定致します。ではこれをもって第二十八回臨時議会を閉会いたします。どうもありがとうございました。

（閉会午後十二時十分）






 
  	一、本日の会議を行った場所
  	市会議室
 




一、出席議員


 
  	議長
  	高良
  	一
  	議員
  	宮里
  	敏慶
 

 
  	副議長
  	渡口
  	麗秀
  	同
  	瀬名波
  	栄
 

 
  	議員
  	久場
  	景善
  	同
  	玉井
  	栄次
 

 
  	同
  	比嘉
  	佑直
  	同
  	高良
  	清二
 

 
  	同
  	平良
  	真次郎
  	同
  	大山
  	盛幸
 

 
  	同
  	赤嶺
  	一男
  	同
  	玉那覇
  	有義
 

 
  	同
  	渡口
  	政行
  	同
  	辺野喜
  	英興
 

 
  	同
  	森田
  	孟松
  	同
  	上原
  	文吉
 

 
  	同
  	儀武
  	息睦
  	同
  	比嘉
  	朝四郎
 

 
  	同
  	金城
  	武一
  	同
  	宮城
  	実
 

 
  	同
  	仲尾次
  	盛夏
  	同
  	仲宗根
  	梶雄
 

 
  	同
  	仲松
  	庸全
  	同
  	具志
  	清裕
 

 
  	同
  	喜久山
  	朝重
  	同
  	又吉
  	久正
 

 
  	同
  	石原
  	昌進
  	同
  	黒潮
  	隆
 

 
  	同
  	金城
  	賢勇
  	同
  	浦崎
  	康華
 

 
  	同
  	玉城
  	正次
  	同
  	新垣
  	松助
 

 
  	同
  	大城
  	清徳
  	同
  	金城
  	幸信
 





 
  	議員
  	儀間
  	真祥
 

 
  	同
  	屋慶名
  	政永
 

 
  	同
  	真栄田
  	義晃
 

 
  	同
  	久高
  	友敏
 

 
  	同
  	普久原
  	朝光
 




一、欠席議員


 
  	議員
  	糸数
  	昌剛
 

 
  	同
  	崎山
  	喜達
 

 
  	同
  	備瀬
  	知良
 








一、市当局より参与せる者の職氏名


 
  	市
  	長
  	兼次
  	佐一
 





 
  	総務部長
  	仲原
  	英通
 

 
  	財政部長
  	義永
  	栄善
 

 
  	建設部長
  	大城
  	竜太郎
 

 
  	総務課長
  	阿波連
  	本平
 

 
  	財政課長
  	崎浜
  	国宏
 

 
  	税務課長
  	普久嶺
  	則明
 

 
  	区画整理課長
  	永山
  	政徳
 

 
  	小禄支所長
  	宮平
  	勝哉
 

 
  	真和志支所長
  	富山
  	嘉仁
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄
  	隆次郎
 

 
  	書記
  	新垣
  	繁
 

 
  	同
  	新垣
  	襄二
 

 
  	同
  	湧川
  	朝興
 

 
  	同
  	山城
  	正信
 








一、会議録署名人

一九六〇年二月十日


 
  	八番議員
  	儀武息睦
 




一九六〇年２月５日


 
  	39番議員
  	新垣松助
 




一九六〇年二月十七日


 
  	議長
  	高良
  	一
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